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活動報告の目的

2018年12月8日にリニューアルオープンした協会
ホームページについて

1. リニューアル前のページの状況

2. リニューアルオープンの達成目標

3. リニューアルにいたる過程

4. 今後の取り組み

上記を参加者と共有することによって、協会ホーム
ページに対する理解を深め関心を高めること



リニューアル前のページの状況

• 音声ユーザーのアクセシビリ
ティーにも配慮されたオリジナ
ルの簡易CMSによって運用

• 音声ユーザーに評判が良く、
Web閲覧初心者の練習用に
も使用された

• 画像や図などの表示が困難
だったため、視覚的に見てい
る方にとって魅力が乏しい

• 簡易CMSにあらかじめ用意さ
れたフォーマット以外のWeb
ページの追加に際しては業者
への依頼が必要 ＜旧HP 一般向けページ＞



リニューアルオープンの達成目標

協会ホームページの第一の役割は、視覚リハについての一般
社会への普及・啓発をおこない、視覚リハに関する情報を必要
な方に届けること。それができるＨＰを作成するため2017年4
月にホームページリニューアルプロジェクトチームを設置

リニューアル後のページの達成目標を以下の三つに決定

1. 音声ユーザーに対するアクセシビリティーを維持しながら
晴眼者（視覚障害のない方）やロービジョンのある方にとっ
ても魅力的なページにする

2. 記事の作成と編集を自分たちで自由におこなえるように
すること

3. HPを管理・更新する人がHTMLの知識がなくても作業に
携われること



HP制作の前準備でプロボノ企画に応募

企画受け入れ時（サービスグラントHPより）
*プロボノ：仕事を通じて培った
経験とスキルを活かして社会に
貢献するボランティア活動

HP制作の費用を抑えるた
め、NPO法人等の活動を
企業のボランティアで支援
してくれる「認定NPO法人
サービスグラント」の*プロ
ボノ短期企画に「ウェブサ
イト改善提案」の支援を
2017年7月に応募し採択さ
れた

https://www.servicegrant.or.jp/project/jarvi/


日立企業プロボノ活動の過程

日立社内ミーティング

2017年11月27日
成果物提案時の集合写真

• プロジェクトを実際におこなったの
は日立企業プロボノチーム

• 2017年9月21日キックオフミーティ
ングをおこない、その後もメール
や試作サイトで意見交換をし作っ
て欲しいHPについてイメージを
共有した

• 日立企業プロボノメンバーによる
視覚リハ施設実地調査を経て

• 2017年11月27日に成果物として
の改善提案



成果物提案までの
日立企業プロボノチームの活動

HP改善提案プレゼンより日立企業プロボノメンバーの許可を得て掲載



日立企業プロボノチームの
提案の基礎となった考え方

HP改善提案プレゼンより日立企業プロボノメンバーの許可を得て掲載



成果物（提案されたHP）

HP改善提案プレゼンより日立企業プロボノメンバーの許可を得て掲載



本サイト作成開始
（CMSとサーバーの決定）

• プロボノ成果物は協会の期待に沿うと評価、これを活用した
ホームページリニューアル推進を決定。

• 日立企業プロボノチームと視覚リハＨＰチーム相互の信頼関
係が構築されていたので、サービスグラントに仲介いただき、
プロボノ活動の継続を双方が合意、2018年1月に再キックオフ。

• 成果物の考え方を受け継いでCMSにはWordPressを採用
WordPressとの相性と、コストの面からレンタルサーバーは「さ
くらインターネット」に決定した

• しかし「さくらインターネット」のメーリングリスト（ML）のサービ
スは協会が求めるスペックに合わないことが判明した

• 協会員の情報交換ツールとしてのMLの重要性を考慮して
ML機能は今までのJoe's社サーバーに残し、2台のサーバーを
運用することを選択した



安定した本サイトを作成するために

• プロボノメンバーは期間限定のボランティアであり
またWebデザインおよび運用のプロではなく、保有
している技術は限られる
WordPressのデザイン・運用についてプロの助言
を得るべきという原則に従い、要所要所でサービ
スグラントから紹介されたプロの助言を受けて技
術的作業を進めた

• その結果、作業が安定的にスムーズに進んだ

• リニューアルオープン後もWordPressのバージョン
アップに合わせてのHPバージョンアップ等継続的
なコンサルティングをこのプロの方に依頼した



会員サイトの作成

リニューアルした会員サイトは、会員のみが知ることのできる情
報に特化して掲載し会員サイトとしての特徴を際立たせると共に
HP管理の手間を軽減した。

●会員サイトの内容

1. 論文誌「視覚リハ研究」を発行と同時にPDFデータで掲載す
る。1年経って一般サイトにデータが掲載されたら会員サイト
からは削除する

2. 総会・役員選挙等協会運営にかかわる情報の掲載

3. HPへの情報掲載依頼受付、会員情報更新、広報委員会へ
の受信箱等

4. 過去の協会HPの保管庫を設置、1999年からの過去のHP
データが閲覧できる



4つの対象別の記事執筆について
• 改善提案の重要な柱、対象別の記事の執筆を2018年6月半ばよ

り開始

• 4つのカテゴリー
■視覚障害者とご家族の方へ ■企業の皆様へ
■医療関係者の皆様へ ■視覚リハ豆知識

• 視覚リハメンバーが専門知識を活かし、プロボノメンバーは自ら
の生活の工夫や学びを活かして、分担して執筆

• 専門用語の使用をなるべく避けつつ、視覚リハの観点から間違い
のない内容に仕上げていくという難解な仕事

• さらに完成を9月末に設定するなど過酷の条件の中総力戦で原
稿作成を進めたが、まだまだ不十分と自己評価

• 2018年度第4回定例理事会において、議題7「リニューアルする
ホームページで公開する啓発記事の内容について」で審議の上
承認され現在公開中



写真ではなくイラストで
優しく抽象的に

• 点字ディスプレイや白杖、
盲導犬などの写真をページ
のトップに持ってくると、視
覚障害者＝全盲、あるいは
点字使用という固定観念を
助長しかねない。このため
写真ではなくイラストを掲載
することに決定

• イラストレーターに対象別
の4つのメニューに合った
イラスト作成を依頼、イラス
トレーターとプロジェクトメン
バー・プロボノメンバーとで
議論しイラストを決定

4つのカテゴリーに対応する4つのイラスト



会員投票による協会ロゴの決定
協会ではこれまでロゴを持っていなかった。
HPリニューアルを機に協会ロゴを作成することとし、デザイナーに作成
を依頼。
候補を2パターンに絞り込んだ後、理事からの提案で会員投票を実施。
（投票にはGoogleの無料投票フォームを利用）

【投票結果と評価】
投票期間：2018年10月29日(月)～11月5日(月)
投票総数：140（うち役員18）
結果

A案：44票 B案：96票 ⇒ B案のロゴに決定

会員が投票することでロゴ決定に参加するという
イベントは会員の一体感を高めるのに役立った!!

採用されたロゴ：JARVIのAの横棒部分
をとり、背景の真ん中に濃度を下げた
円形を追加し目のイメージにしたロゴ



研究発表大会とのリンクを強調

盛岡大会ロゴが際立つ協会HP
ロゴをクリックすると大会HPへ

旧協会HPがオープンしたのは
2012年、研究発表大会独自で
HPを作成するようになったのは
2012年第21回大会からである。

研究発表大会は協会にとって年
に1度の大イベント。大会HPとの
リンクの存在を視覚的に目立た
せたいというのは悲願であった。

リニューアル後の協会HPでは
メニュー左上に大会ロゴを置き
トップ正面のスライダー5番目に
大会ロゴを入れて、それぞれク
リックすると大会HPに直接飛ぶ
ようにデザインした。



2018年12月8日新ホームページ運用開始
（リニューアルオープン達成した要因）

• 視覚リハチームと日立企業プロボノチームの強い信頼関係に裏打ちされた相互の
コミュニケーション

• チームメンバーに晴眼者・軽度ロービジョン者・重度ロービジョン者・全盲者がおり
それぞれの立場で意見を出し合えたこと、プロボノメンバーの支援でそれを
WordPressで試作しながら進めたこと

• 必要に応じてプロのアドバイス、および作業を受けられたこと

【目標に対する自己評価】

1. 音声ユーザーに対するアクセシビリティーを維持しながら晴眼者やロービジョンのある方に
とっても魅力的なページにする
➔WordPressのアクセシビリティ、プロのイラストレーターによるイラスト、写真も取り入れた4
つのカテゴリーの記事により、一定の成果を達成

2. 記事の作成と編集を自分たちで自由におこなえるようにすること
➔WordPressでワープロのように編集、勉強会も開催し自分たちで編集できるようになった

3. HPを管理・更新する人がHTMLの知識がなくても作業に携われること
➔ユーザー管理や簡単な設定変更はWordPressの管理メニューで可能、バージョンアップな
ど技術が必要な作業はプロに依頼する枠組みができた



今後の取り組み
①運用体制と広報規範の確立

•自由に様々な記事を掲載できるHPを持ったこと
から、それを協会の顔として使いこなし、視覚リ
ハと視覚リハ協会について正しく広報する戦略
を立てる必要が生じているが、これからの課題
である

•広報委員会の中で、広報戦略を立てる人たちと
ホームページの安定的な更新作業をおこなう人
たちとの組織的な役割分担の構築が必要

•ホームページの更新作業を安定的におこなうた
めの人材育成が急務



今後の取り組み
②会員が気軽に協会HPを利用できる

雰囲気とシステム作り
• 協会HPが視覚リハ情報を一般社会に届けるという役割を

果たすためには、常に新しく魅力のある情報を収集し掲載
することが必須

• 会員ML上では有用な情報が豊富にやり取りされている一
方で、HP上への情報掲載はフォームへの入力の手間など
から利用頻度が下がる傾向が見られる

• MLに上がった情報がHPでも掲載されるよう、情報掲載手
続きを簡単にする工夫を行う

• 地域でおこなわれるイベント、研修会等の情報を協会HPで
広く社会に流すことが会員にとって当たり前のことになるよ
うな雰囲気づくり啓発活動の実施


